The Lepidopterological Society of Japan 





iei Trans. lepid. Soc. Japan 57 (4): 291-295, September 2006 


ウス バン シロ チョ ウ の 葵 か ら の 脱出 に つい て 


寺 章夫 
178-0063 東京 都 練馬 区 東大 泉 6-31-21 


Emergence of Parnassius citrinarius Motschoulsky (Lepidoptera, Papilionidae) from the 
cocoon 
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Abstract Parnassius citrinarius tears the cocoon with a hook organ located at the base of the 
forewing upperside. There are two hooked processes on each wing. One is rose-thorn shaped, 
about 0.1 mm in height, 0.1 mm in diameter in base; another, also on the wing, is about 0.4 mm in 
length, 0.2 mm in diameter. Only the rose-thorn shaped hooks were used for emergence from the 
cocoon. 
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は じ め に 


7 AINY AF a Y Parnassius citrinarius Motschoulsky は 眠 化 時 に 枯葉 の 下 や 枯れ 枝 , 石 の 側面 な ど を 
利用 し て 萌 を 作る と され て いる (福田 ほか , 1982). 飼育 下 で は , 丸まっ た 枯葉 や 食 草 の 茎 , 凹ん だ 部 分 等 

を 利用 し て , テン ト を 張る よう に や や 扇 FORIRON LIED (Figs la, b). ZORII CREL, 
2-3 週間 を 経て 成虫 が 羽化 する . RIER C ZEOT (AA, 1959; 福田 ほか , 1982) と さ 
れ て お り , パル ナシ ウス 属 は 前 聞 基 部 に ある 2 つの 銘 に より 荒い 貢 を 引き 裂 い て 脱出 する と され て い 
る (Scott & Wright, 1990). 


この た び , 本 種 が 羽化 に 当たっ て 前 次 基 部 に ある 釣 状 器官 に より 功 を 破 い て 脱出 する 様子 と その 釣 
状 突 起 の 詳細 を 観察 し た の で 報告 する . 


な お , 2 つの 釣 状 突起 (hooked process) を 総 し て 釣 状 器官 (hooked organ) と 称す る も の と する . 











材料 と 方 法 
1. HD OPH ORS 


福島 県 南会津 郡 舘 岩村 産 F, 個体 を 使い , SAIC EL FORM CEB, AE Le 26 個体 の う 
ち , 3 個体 の 貢 か ら の 脱出 状況 を 2000 年 4 月 19 日 に 目視 及び 16 倍 ルー ペ で 観察 し た . 


2. SRA E 


神奈 川 県 津久井 町 産 野外 個体 他 複 数 の 乾燥 標本 の 前 次 基部 を CCD 顕 微 鏡 (モリ テッ クス 製 CCD 
Microscope Inf-S00S) と 走査 型 電子 顕微 鏡 (H RETA Scanning Microscope JSM-6301F) で 観察 し た . 
ー 部 の 個体 は 観察 を 容易 に する た め に 胸部 や 次 基部 の 体毛 お よび 鱗粉 を 除去 し た . 除去 に あたっ て 
は 化学 的 処理 を し な いで , oe で 物理 的 に 行っ た . 


3. (PARI O SRi E 
山形 県 長井 市 産 F, 個体 を 使い , 2005 年 4 月 18 ECD O BLT RO RAAT © We xR L (Fig. 
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Fig. 1. Cocoons of Parnassius citrinarius Motschoulsky in rearing condition. a. Cocoon made by a 
bended withered leaf. b. Cocoon made by curly withered leaf and stem of the food-plant. 

Fig. 2. An emerging adult from the cocoon. a. A hole torn by emergence of adult. Width of the 
hole was about 2 mm. b. Adult tearing the cocoon. The cocoon was torn by the hook or- 
gans at the base of the forewing upperside before wing-extention. c. Emerged adult before 
wing extension. d. A torn hole after adult emergence. 


6a), CD AVI & CCD 顕微 錯 で 観察 し た . 

4, IREE CHE © KS BRT 

由 形 県 長井 市 産 F 個体 を 使い , 2005 4E 5 H1 ACB SLL SER E CCD 顕微 鏡 で 観察 し た . 
以上 の Fi, 個体 は 全て 東京 都 練 馬 区 で ムラ サキ ケ マ ン を 使っ て 屋外 飼育 し た も の で ある . 

















結果 


1. 貢 か ら の 脱出 の 観察 例 
福島 県 南会津 郡 舘 岩村 産 の F, 飼育 個体 の 一 例 に つい て , 羽化 開始 か ら 脱 出 ま で の 過程 を 観察 する 機 
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Fig. 3. The hook organ at the base area of the forewings of Parnassius citrinarius Motschoulsky. 
a. The specimen for observation of the hook organ. Thorax and forewings were used for ob- 
servation. b. Posterior aspect of the process A in horizontal view. c. Process A on the left 
forewing. d. Process A on the right forewing. 

Fig. 4. The processes A and B, on the right forewing, through the SEM. 

Fig. 5. The hook organ, same as Fig. 4, viewed from another angle. 

Fig. 6. The hook organ of the adult before wing-extension. a. An adult emerged from the cocoon. 
b. The process A before wing-extension. 
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会 に 恵まれ た た め , その 経過 を 報告 する . 以下 は 観察 時 刻 と その 要約 で ある ([] 内 は 観察 時 刻 を 示す ). 


[08: 31] 貢 を 破る 音 が 聞こ えた た め , 音源 の 貢 を 探し 出し 観察 に と りか か っ た . 繊維 を 鋭利 な も る の で 
引っ か いて いる よう な , カリ ッ , カリ ッ と いう 音 で , 丸まっ た 本 葉 が 共鳴 し て 意外 と 大 き な 音 と な 
っ て いる . 責 の 一 部 は 既に 2 mm ほど 裂け て いた . 蘭 表 面 な ど に 液体 は 認め られ な か っ た . 

[08: 36] PAA CISA {EL MRD CB V, DRT o TV Ze. 16 倍 ル ー ペ で 観 窪 し た と ころ , IR 
の 下 で 羽化 成虫 が さか ん に 伸び る 前 の 次 を 開 開 し て いた (Figs 2a, b). 

[08: 37] FU DSA A l BRN, 先ず 頭 部 が 出 て , 次 に 前 脚 が 出 て , 直ぐ に 全体 が 現れ た (Fig. 2c). 

[08: 40] 脱出 口 は 物理 的 に 破れ た 形状 で あり , 液体 は 認め られ な か っ た (Fig. 2d). 


2. su-iKar E 


RULE & CCD 顕微 鏡 で 観察 し た 結果 , 先端 部 が 鋭利 に 失っ た 釣 状 の 突起 が 左右 2 対 見 つか っ 
た (Figs 4, 5). 胸部 に 近い ほう の 釣 状 突 起 を A, その 外側 に ある も の を B と し , 多 状 突起 人 は 高き 約 0.1 
mm, 根元 部 の 径 約 0.1 mm T, WRI L CHB AMICK り , 先端 部 は 胴体 か ら 外側 へ 湾曲 し て いる 
(Figs 3b-d). 一 方 移 状 突起 B は 長き 約 0.4 mm, EH) 0.2 mm T, 2 本 の 慈 脈 基 部 の 間 に 埋 も れる よう に 
次 面 と 並行 に 位置 し , 先端 部 は 少し 次 前 方 に 湾曲 し て いる (Fig. 4). また , 後 次 に は 多 状 突起 は 認め られ 
な か っ た . 


生き た 個体 の 超 を 打ち 下ろ し た 形 に し て , 北 と 胸部 と の 接合 部 を 外側 か ら 内 側 へ 指先 で な ぞ る と , SIR 
突起 A の 存在 は は っ きり と 判り , 時 と し て 指先 に 刺さ り 痛 さ を 感じ る ほど 鋭利 で あっ た . その 釣 状 突起 
A で 葵 を 破 い て みる と 簡単 に 破る こと が で きた . 以上 の こと か ら , 南面 を 破る に は その 形状 か ら 多 状 
突起 B は 有効 で は な く , 専ら 釣 状 突起 A を 使っ て いる と 考え られ る . 


また , FA TRL ERO AT O HAE AB (Fig. 6a) を CCD 顕微 鏡 で 観察 し た 結果 , 次 は 柔らか いも 
DD, その 基部 に は 伸 交 後 と 同じ 形状 の 釣 状 突起 へ 人 が すでに 形成 され て いる の を 確認 し た (Fig. 6b). 


3. IREE A TH HE REF 


FL LAB ORE DH 2 WK 4 TRL % CCD 顕微 錯 で 観察 し た 結果 , PATI D> 5 BUIKZ A の 先端 が 突き 出 て 
HH 5] > NT TROTO DERF o ERE X 7e. BIKE A ILO EES LIP CME SRA 
に 開閉 する 時 に 見 られ , その 先端 が 見 える の は 非 営 に 短い 時 間 で あっ た . 2000 年 の 観察 時 の 画像 (Fig. 
1b) を 良く 見 る と , 移 状 突起 A の 先端 が わずか に 写っ て いた . 


















































考 #8 


ウス バシ ロ チ ョ ウ の 蘭 内 で 上 殻 か ら 脱 出し た 成虫 は 伸次 前 の 前 次 基 部 の 左右 1 対 の 釣 状 突起 A を 使 
っ て , We L255 WHEN IC eR, 脱出 口 を 確保 し , DORMS ACL EMR LE. 今後 パ 
ルナ シウス 属 だ け で な く , 広 く パ ルナ シウス 族 や 鱗 贅 目 の な か で 営 蔽 する と され る 種 の 釣 状 器官 の 有 
無 や その 形状 , 営 貢 と の 関係 等 を 調査 する こと は 非常 に 興味 深い 課題 で ある . な お , Scott & Wright 
(1990) の 記述 の 原典 に つい て は 調査 中 で ある こと を 付け 加え て お く . 
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Summary 


The manner of emergence by the adult from the cocoon by use of a hook organ on the adult forewing base 
was observed in Parnassius citrinarius Motschoulsky. The hook organ is situated at the base of the forewing 
upperside and consists of two minute thorn-like processes, usually hidden by long and dense body hair. The 
two processes are set close to each other, and the inner one (process A) is small, about 0.1 mm high and 0.1 
mm diameter at base, nearly vertical to the wing plane and curved outwards, while the outer one (process B) is 
larger, about 0.4 mm long and 0.2 mm diameter at base, located between two veins and nearly parallel to the 
wing plane. These processes are sufficiently sclerotized to enable them to cut the cocoon soon after adult 
emergence, but during observation of adult emergence, it was confirmed that the cocoon was physically torn 
only by process A, and no fluid was found in the cocoon. Process B is larger than the inner one, but it seems 
not to function to tear the cocoon because of the virtual lack of any angle against the wing plane. 
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